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光周波数コムのパルス列間コヒーレンスと広帯域性は分光用光源として魅力的で，これを生か

したデュアルコム分光[1]などの新しいフーリエ変換分光（FTS）が提案されている．光パルス列

を用いた FTS では，インターフェログラムを記録する時間窓の大きさによってスペクトル分解

能が制限され，これは光パルス列の繰り返し周波数と等しい．一方，最近 THz パルス列を使っ

た離散フーリエ変換分光（dFTS）が提案された[2]．dFTSでは，インターフェログラム記録の時

間窓を光パルスの繰り返し周期と厳密に一致させ，1つの時間窓に同時に現れる別々のパルスに

起因する信号を時間的にスムーズに接続することで，時間窓の大きさによる制限を超えた分解能

が得られることが示された． 

本研究では，近赤外領域（波長 1.5 μm帯）での dFTS を行い，光コムの繰り返し周波数より

も線幅の狭い Fabry-Perot 共振器の縦モードを観測することで，近赤外領域においても時間窓に

制限されない高分解能が実現できたので報告する．Figure 1は実験系の概略図である．インター

フェログラムの取得にはデュアルコムの技術を用いる．Signalコムと Localコムの繰り返し周波

数は 48 MHz でその差は 45 Hz に設定した．Signal コムから出力される光パルスを Fabry-Perot

共振器に入射し，光サーキュレータを用いて共振器からの反射光を取り出した．これと Localコ

ムから出力される光パルスを PBS で重ね，インターフェログラムを検出した．インターフェロ

グラムはデジタイザでサンプリングし，PC内部でフーリエ変換してスペクトルを記録した．１

回の測定で記録されるスペクトルの周波数間隔は光コムの繰り返し周波数と等しいので，その間

を埋めるために繰り返し周波数を少しずつ変えてスペクトルを記録した． 

Figure 2は，光コムの繰り返し周波数を変えながら記録したスペクトルを 1つにまとめたもの

である．共振器のフリースペクトルレンジ 566 MHzごとに線幅 2.2 MHzの共鳴が観測されてお

り，光コムの繰り返し周波数で制限される通常の FTSの分解能 48 MHz よりも高い分解能を実

現できていることが示されている． 
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Fig. 1: Experimental setup Fig. 2: Observed spectrum of Fabry-Perot cavity 
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